













Why do children conceal the fact that they were bullied? 




Sometimes children conceal the fact that they were bullied. The purpose of this study is to examine relation 
between children’s concealing their damages by bullying and normative consciousness. It was hypothesized that 
normative consciousness, recognition of friendship, and hesitation to consult with someone on bullying would 
promote concealing. By means of the questionnaire survey, elementary school students’ answers were collected 
and analyzed. As a result, it became clear that the more normative children are, the less they bully and the less 
they conceal the fact that they were bullied. It was discussed the relation between fostering children’s norm 
consciousness and preventing bullying.
Key words：Ijime（bullying） （いじめ）

























































































































































































F1 F2 F3 F4
第₁因子（問題悪化を恐れての隠蔽）　α =.83
　トラブルをおこしたくないから .86 .10 -.17 -.01
　先生や親をしんぱいさせるのがいやだから .69 .20 -.02 -.10
　その友だちとめんどうなことになるのがいやだから .63 -.01 -.04 .17
　ほかの人を、まきこみたくないから .61 .07 .06 .01
　自分さえ がまんすれば、なんとかこのままやっていけると思うから .53 -.14 .15 .16
　相談してもむだだと思うから .45 -.33 .32 .13
　相手のしかえしが、こわいから .38 .09 .13 -.19
第₂因子（友人関係維持のための隠蔽）　α =.82
　その友だちとはなかよしでいたいから -.04 .81 .01 .10
　その友だちとの関係をこわしたくないから .12 .69 .04 .02
　だれとでもなかよくするというきまりを守りたいから .02 .65 -.05 .06
　ほかの人に知られたら、これまでどおりのつきあいができなくなると思うから .26 .39 .16 -.01
第₃因子（相談行為自体のデメリットによる隠蔽）　α =.75
　はずかしくて、だれにも言えないから -.07 .03 .74 -.05
　だれに相談したらいいのか、わからないから .07 -.00 .57 -.01
　相談するのは、かっこわるいと思うから -.03 .03 .56 .11
　相談したらいやな気持ちになると思うから .18 .21 .36 -.03
　そのことについて思い出したくないから .34 .04 .36 -.12
第₄因子（被害の否認）　α =.75
　自分がされていることは遊びだと思うから -.12 .10 .11 .62
　自分がされていることは友だち同士のふつうのやりとりだと思うから -.17 .15 .05 .74
　自分がされていることが、いじめだとは思わないから .16 -.09 -.05 .71
　そんなに大変なことではないと思うから .20 .05 -.15 .47







































3 年 4 年 5 年 6 年
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
規範遵守
目標高群
-0.39 -0.13 -0.61 -0.22 -0.06 0.09 -0.08 0.24
（標準偏差） 0.96 0.89 0.90 0.96 0.95 1.00 0.79 0.90
規範遵守
目標低群
0.06 0.36 -0.09 0.01 0.02 0.55 0.37 0.38

























3 年 4 年 5 年 6 年
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
規範遵守
目標高群
-0.29 0.07 -0.52 -0.15 -0.08 0.03 -0.18 0.12
（標準偏差） 1.01 0.97 0.92 0.92 0.91 0.98 0.69 0.91
規範遵守
目標低群
0.34 0.37 0.18 0.11 0.10 0.37 0.08 -0.10






性 別 :F(3,495)=.506, n.s.； 学 年 × 規 範 :F(3,495)=.152, 
n.s.； 性 別 × 規 範 :F(1,495)=.378, n.s.）。 ま た、 学 年




















3 年 4 年 5 年 6 年
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
規範遵守
目標高群
-0.27 -0.13 -0.48 -0.13 -0.03 0.03 -0.07 -0.06
（標準偏差） 0.90 0.79 0.75 0.86 0.85 0.90 0.77 0.88
規範遵守
目標低群
0.12 0.40 -0.01 0.00 0.05 0.64 0.24 0.33
（標準偏差） 1.03 0.97 0.90 0.75 0.93 0.96 0.86 0.85

























3 年 4 年 5 年 6 年
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
規範遵守
目標高群
-0.42 -0.45 -0.44 -0.14 0.04 0.00 0.13 0.06
（標準偏差） 0.79 0.64 0.64 0.91 1.06 0.96 0.96 0.83
規範遵守
目標低群
-0.22 -0.28 0.09 -0.05 0.30 0.82 0.57 0.42















　友だちが きらっている人とは、自分もなかよくしないようにする .62 .01
　きらいな人の、イヤなところを友だちと話すことがある .54 .17
　きらいな人が何かに失敗したら、からかうことがある .39 .33
　きらいな人に「いうことをきかないと きらいになるよ」と言う .36 .08
第₂因子（過剰な叱責）　α =.80


















n.s.）、 一 次 の 交 互 作 用 も い ず れ も 有 意 で は な
か っ た（ 学 年 × 性 別 :F(3,495)=.308, n.s.； 学 年 × 規
















3 年 4 年 5 年 6 年
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
規範遵守
目標高群
-0.37 -0.30 -0.61 -0.54 -0.17 -0.29 -0.09 0.01
（標準偏差） 0.51 0.90 0.40 0.56 0.90 0.73 0.63 0.94
規範遵守
目標低群
0.32 0.43 0.49 0.48 0.33 0.53 0.66 0.31
（標準偏差） 1.24 1.01 1.30 0.91 0.92 0.95 1.10 0.89
3 年 4 年 5 年 6 年
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
規範遵守
目標高群
-0.05 -0.07 -0.51 -0.59 -0.08 -0.33 0.01 -0.29
（標準偏差） 0.78 0.84 0.66 0.69 0.98 0.75 0.69 0.68
規範遵守
目標低群
0.50 0.60 0.56 0.44 0.13 0.22 0.48 0.05
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